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「叱
り
方
」
雑
感

次
長

森
豊

貴
志

昔
か
ら
よ
く
叱
ら
れ
て
き
た
。子
供
の
頃
は
親
や
先
生
に
、社

会
に
出
て
か
ら
は
上
司
や
先
輩
に
、叱
ら
れ
る
こ
と
に
関
し
て

は
、図
ら
ず
も
経
験
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

一
方
、叱
る
こ
と
は
、私
は
教
員
で
は
な
い
の
で
、息
子
を
叱
る

程
度
で
経
験
は
浅
い
。部
下
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
叱
る
場
面

も
増
え
た
が
、「
叱
る
」
に
は
配
慮
が
必
要
な
点
も
多
く
簡
単

で
は
な
い
。

経
営
の
神
様
松
下
幸
之
助
は
、部
下
が
卒
倒
し
そ
う
な
ほ
ど

厳
し
く
叱
っ
た
人
ら
し
い
。松
下
翁
曰
く
『叱
ら
な
い
と
い
け
な

い
か
ら
叱
る
』『叱
り
方
を
考
え
て
叱
る
よ
う
な
不
純
な
叱
り

方
は
し
な
い
』『私
心
な
く
一
生
懸
命
叱
る
』。神
様
が
一
生
懸

命
叱
る
の
だ
か
ら
、さ
ぞ
怖
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。こ
れ
は
松
下
翁

の
カ
リ
ス
マ
性
ゆ
え
に
成
立
す
る
名
人
の
叱
り
方
で
、私
の
如

き
凡
夫
で
は
絶
対
に
成
立
し
な
い
。だ
が
、『叱
る
べ
き
時
に
私

心
な
く
一
生
懸
命
叱
る
』は
叱
り
方
の
大
原
則
か
も
し
れ
な
い
。

も
う
一
つ
の
大
原
則
が
「
怒
り
」
に
心
を
支
配
さ
れ
な
い
こ
と

だ
ろ
う
。私
は
，ラ
グ
ビ
ー
元
日
本
代
表
監
督
平
尾
誠
二
さ
ん

の
『四
つ
の
心
得
』を
戒
め
と
し
て
い
る
。

一

プ
レ
ー
は
叱
っ
て
も
人
格
は
責
め
な
い
。

二

あ
と
で
必
ず
フ
ォ
ロ
ー
す
る
。

三

他
人
と
比
較
し
な
い
。

四

長
時
間
叱
ら
な
い
。

特
に
、四
番
目
は
「
怒
り
」
を
最
小
限
に
止
め
る
の
に
有
効
で

あ
る
。叱
る
こ
と
も
相
手
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
形
態
で

あ
る
。多
感
な
子
供
を
相
手
に
す
る
教
師
に
と
っ
て
は
，熱
い
思

い
を
込
め
つ
つ
も
感
情
に
支
配
さ
れ
ず
上
手
に
叱
る
こ
と
は
職

業
人
と
し
て
の
腕
の
見
せ
所
と
な
る
。

当
セ
ン
タ
ー
で
も
、怒
り
へ
の
対
処
な
ど
叱
り
方
に
関
す
る
講

座
の
開
設
や
指
導
資
料
（平
28
健
康
教
育
第
２
号
）を
作
成

し
て
い
る
。古
人
曰
く
『心
中
の
賊
を
破
る
は
難
し
』、叱
り
方

は
教
師
に
と
っ
て
プ
ロ
の
矜
持
を
か
け
た
内
な
る
自
分
と
の
闘
い

で
あ
る
。子
供
た
ち
の
た
め
に
も
負
け
て
は
な
ら
な
い
。

0120-0-78310（全国統一フリーダイヤル）

0120-783-574（固定電話専用フリーダイヤル）

099-294-2200（通話料有料）
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【受講者の感想】

“学び続ける教職員”をサポート！－教育センターの活用法－

１ 講座で学ぶ ～新しい内容を学びたい！～

【研究提携校の公開研究会に参加して学ぶ短期研修講座の様子】

【学校の活性化に向けた取組について協議する新任教頭研修会の様子】

短期研修講座は，自分が学びたい内容の講座を希望
して受講できます。
今年度は，135講座を開設し，2,046人が学びました。

そのうち，所員が各地区に赴いて実施する移動講座は
61講座開設しました。
来年度は，学習指導要領改訂を踏まえ，「主体的・

対話的で深い学び」の実現に向けた教科等の研修講座
や，カリキュラムマネジメント，プログラミング教育
といった教育課題に対応する内容を計画しています。
移動講座は，講座数を増やし，72講座を予定してい

ます。「外国語活動からつなぐ小学校外国語科の授業
づくり」，「学びの質を高め，学力向上につなぐ小中
学校国語（算数・数学）講座」，「ゼロからはじめる
プログラミング教育」の講座については，県内の全て
の地区で実施する予定です。
土曜講座は，短期研修講座を希望したが受講が叶わ

なかった方や，特定のテーマを深く学びたい方，教職
を志す学生などを対象に開設しています。

当センターは，学校の活性化や教職員の資質能力の向上を図るため，教科指導や生徒指導などの調
査研究を進めています。また，その成果を生かした基本的・専門的研修や研修支援を推進しています。
教職員に求められる知識やスキルが年々高度化・多様化する中，当センターでは，学び続ける教職

員をサポートするための様々な事業を展開しています。その一部を紹介しますので，それぞれのニー
ズに応じて積極的に活用してください。

２ 研究支援で学ぶ ～直接所員に聞いてみたい！～

移動講座は，先生方が参加しやすいよう，一
日講座に加え半日講座を開設するなど，改善し

講

小学校外国語科やプログラミング教育，国
つな

指導法講座については，県内のすべての

「学びの質を高め，学力向上につなぐ小中学校国語講座」

３ 教育資料で学ぶ ～教育情報がほしい！～

▲【来所研究の様子】

【特別支援教育（発達障害等基礎講座）の移動講座の様子】

授業参観をして，外
国語科や外国語活動
の授業はどうすれば
いいかが分かり，す
ぐ生かしてみようと
思いました。

教頭としての役割や
業務の意味，法的根
拠などについて改め
て考え，学ぶことが
でき，有意義な研修
でした。

○ 各種研修会等への所員派遣
各地区の研修会等に所員が赴き助言する形態の支援は，

11月までに261件，10,598人を対象に実施しました。
以下に示しているのは，その一例です。

【要請のあった研修会等】
・教科等の指導に関する研修会
（特別の教科 道徳，小学校外国語科，
スピーチコンテスト，音楽発表会，図
画工作審査会等）

・特別支援教育に関する研修会
・「学校楽しぃーと」「ＳＮＳチエック
シート」の活用に関する研修会

○ 来所研究
来所研究では，教職員が直接来所し，

各学校の研究授業の指導案検討や研究
論文の内容等の助言などを受けること
ができます。

○ 文書・電話，メールによる支援
文書や電話，メールでの支援は，特

別な支援が必要な児童への対応等や生
徒指導に関すること，研究大会での発
表内容に関することなど，幅広く対応
しています。

当センターの「研究紀
要」，「指導資料」，研
究提携校や鹿児島大学附
属小・中学校の「指導
案」等は，Ｗebサイトで
公開しています。

▲【当センターＷebサイトトップページ】

所員派遣，来所研究，
文書・電話等支援

演習を通して問題を焦
点化し，考えることが
できたので，子供の困
り感に寄り添っていき
たいと思いました。

研 究 紀 要

指 導 資 料

新学習指導要領関連情報（学習指導要領解説Ｑ＆Ａ）

【受講者の感想】

【受講者の感想】



分科会では，新学習指導要領のポイントを踏まえた授業の構
想や「学校楽しぃーと」のアセスメント等について相互に協議します。

概要説明

研究発表 (情報教育研修課)

研究発表 (特別支援教育研修課)

開会行事

研究発表
（８つの分科会ごとに各教科等の研究を発表）

事例発表
（研究協力員による実践発表）

研究協議
（各分科会ごとに与えられたテーマに基づいて協議）

9:00

9:30

12:00

13:00

子供一人一人に何を教えるかを明確にするために「個別の
指導計画パッケージ」の活用を提案します。分科会では具
体的な活用法について発表します。

「ＩＣＴ活用場面に応じた情報モラルの指導」について発
表します。分科会では，小学校プログラミング教育につい
て発表します。

第１分科会

国語科

当センターは，教職員の資質向上や学校の教育活動の活性化を図るため，調査研究してきた成果や
最新の教育情報を発信する調査研究発表会を，平成30年１月26日（金）に開催します。

受付

16:25

16:35
閉会行事

第２分科会

社会，地理歴史，公民科

第４分科会

理科

第５分科会

外国語活動，外国語科

第３分科会

算数・数学科

第７分科会

特別支援教育

第８分科会

教育相談

第６分科会

情報教育

調査報告 (教職研修課）

教育公務員特例法の一部改正により策定した「かごしま
教員育成指標」について，策定に至る背景や指標の概要
等について報告します。

平成29年３月に公示された新学習指導要領について，「教科の『見方・考え方』を働かせる授業って

どんな授業？」「知識の理解の質を高めるとは，どういうこと？」といった先生方の疑問や知りたいこ
となどを，教科等別に解説するためＱ＆Ａ形式でまとめました。

分かりやすく解説します！ 学習指導要領解説Ｑ＆Ａ

教育センターから，“学び続ける教職員”に最新情報です！

新たな学びを実感できます！ 調査研究発表会

表紙を開けると，改訂の
ポイントを「ダイジェス
ト版」形式にして，まと
めてあります。

教科等の目標や新設された
内容，「主体的・対話的で
深い学び」の実現に向けた
授業改善等について解説し
てあります。

センターＷebへの掲載計画
【Ｗeb掲載中】
・特別の教科 道徳
（小学校及び中学校）

【平成29年12月下旬掲載予定】
・幼稚園教育

【平成30年２月下旬掲載予定】
・小学校の全教科等
・中学校の総則，総合的な
学習の時間，特別活動

・中学校の一部の教科
※中学校の全教科等の掲載は，
平成31年２月下旬頃の予定です。



教科等名 標 題

国語 「活用する力」を高める小学校国語科の授業改善
-小学校第２学年教材「たんぽぽのちえ」の授業づくりを通してｰ

社会 知識の理解の質を高める中学校社会科授業改善

数学
「部屋割り論法（鳩の巣原理）」を用いた論理的思考力を
育成するための指導について

理科
条件を制御し，自ら観察，実験の計画や方法を発想する力を育
成する小学校理科学習指導-小学校第5学年「植物の発芽」の実践を通して-

理科
「見通し」と「振り返り」を位置付け，学習の質を高める探究活動
の実現へ向けて

理科 中高連携の視点に基づいた力学分野の指導
－作図を通した「力のつり合い」の理解に向けて－

家庭
生活をよりよくしようと工夫する資質・能力の育成を目指す
小学校家庭科学習指導

技術・家
庭(技術)

小・中学校連携を視点としたプログラミング学習の一考察
－プログラミング言語「スクラッチ」を活用した題材例を通して－

保健体育運動に親しむ児童生徒を育成する学習指導
－走り高跳びの楽しさや喜びを味わわせる指導を通して－

道徳 「考え，議論する道徳」の授業構想のポイント

外国語 技能の統合的活用を目指したリテリングの授業実践

外国語
小・中学校での外国語教育のよさを生かした高等学校
外国語科の授業改善

情報教育児童生徒の学び合いに生かすＩＣＴ活用

情報教育タブレット端末の活用について－環境整備に応じた活用方法と教材作成－

特別支援
教育

キャリア教育の視点に基づく作業学習の指導

特別支援
教育

知的障害のある子供の平仮名読みにつなげる指導

教育相談学校適応感を高める定期教育相談の進め方
－「比較用『学校楽しぃーと』」を活用して－

授業の構想例
や単元の指導計
画例，１単位時
間の指導案例等
を多く取り入れ
ているので，指
導案作成にすぐ
役立ちます！

授業に，指導案作成等に役立つ！指導資料

当センターＷebサイトでは，平成13年度からの
全ての「指導資料」を印刷・閲覧できます！

実際の授業をイメージしやすいように，
板書例も掲載しました！

図や指導のポイントを取り
入れて内容を分かりやすく工
夫しました！

新しい“指導資料”を発行し
ました。構成や内容等を工夫し
て読みやすくなっていますので，
是非，御覧ください。


